
八潮市役所　☎048-996-2111

No.779広報 平成27年（2015年）10月10日（3）

八潮市八潮市みんなでいじめをなくすためのみんなでいじめをなくすための条例条例をを制定制定
市では、平成25年9月に施行された「いじめ防止対策推進法」を踏まえるとともに、市民で構成された策定提言会議での意見やパ
ブリックコメントでいただいた意見を取り入れ、「八潮市みんなでいじめをなくすための条例」を制定しました。
その概要についてお知らせします。全文は、市ホームページをご覧ください。 物指導課☎奮359

いじめは子ども同士のささいなトラブルに起因して発生し、大人の目の届かな
いところで行われるなど、どの子どもにも、どの学校にも関係するとても身近で
重要な問題です。
この条例は、いじめの防止等に関する基本理念を定め、子ども、市、学校、保
護者、市民および事業者の責務・役割を明らかにし、いじめの防止等のための基
本的事項を定めることにより、子どもたちが安心して生活し、健やかに成長でき
るまちを実現することを目的としています。

いじめをなくすためには
・いじめを行わない子どもを育てなければならない
・子ども、市、市立学校、保護者、市民および事業者がそれぞれの責務・役割を
自覚し、連携を強化し、市全体でいじめの防止等に取り組まなければならない
（いじめの未然防止、いじめの早期発見およびいじめへの対処をいう）

■基本理念

①子どもを第一に考える
　「前文」には、「全ての子どもは、かけがえのない存在であり、未来の宝である」
と規定しています。また、「子どもたちから、いじめをなくすために、いじめを
行わない子どもを育てること、そして子どもたちが安心して生活し、健やかに成
長できるまちを実現する」という子どもへの思いを示すなど、子どもを第一に考
えた条例となっています。
②インターネットを通じて行われるいじめへの対策を規定
本市の子どもは、携帯電話やスマートフォンの保有率が高いにもかかわらず、

ルールを決めていない家庭が多いという現状を踏まえて、今後、さらに増加しう
る可能性の高い「ネットいじめへの対策」について規定しています。
③小中一貫教育におけるいじめへの対策を規定
本市の特徴である「小中一貫教育」の利点やその特性を生かし、いじめ防止対
策に努めることを規定しています。

■条例の特徴

〈重大事態への対処フロー〉

子どもの役割
・いじめについて互いに考え、
共に学びあい、いじめを正
しく理解するように努める
・互いに思いやり、共に支え
あい、いじめのない明るい
学校生活を送るよう努める

・いじめを傍観せず、いじめを
受けている子どもの立場に
立って行動するよう努める
・いじめを受けた場合は、一
人で悩まず、家族、学校、
友だちまたは関係機関など
に連絡する

市民および事業者の役割
・子どもたちが活動する地域において、子
どもに対する見守りなどを行うことによ
り、子どもが安心して生活できる環境づ
くりに努める
・市および市立学校が行ういじめの防止等
に関する取り組みに協力する
・いじめの疑いなどがあると認められる場
合は、速やかに市、学校または関係機関
などに情報を提供する
市の責務
・いじめの防止等に関する総合的な施策を
制定し、実施しなければならない
・学校、保護者、市民、事業者および関係
機関などと連絡を図り、協力していじめ
の防止等に取り組まなければならない
・学校に対し、当該学校が定める学校いじ
め防止基本方針に基づき、具体的な取り
組みまたは達成の状況を評価し、必要に
応じて指導または助言を行わなければな
らない
保護者の責務
・子どもとのコミュニケーションを積極的
に図り、心の居場所（子どもが心身とも
に安心して過ごせる場所）となる家庭を
築く
・いじめを正しく理解し、子どもの規範意
識の醸成と高揚を図る
・市が行ういじめの防止等に関する取り組
みに協力する
・子どもが在籍する学校と連携を図り、協
力していじめの防止等に取り組む
・子どもにいじめの疑いがあると感じた場
合は、すぐに市、学校または関係機関な
どに情報を提供する

学校の責務
・子どもとその保護者に対し、
いじめの防止等について正
しく理解させる教育活動な
どを実施しなければならな
い
・子どもがいじめに関する問
題などを安心して相談でき
る環境を提供しなければな
らない
・市、子どもの保護者、市民、
事業者および関係機関など
の連携を図り、協力して、
いじめの防止等に取り組ま
なければならない
・学校いじめ防止基本方針を
定め、必要に応じてこれを
見直さなければならない
・校内におけるいじめの防止
等に関する情報を共有し、
協力体制を築かなければな
らない

〈教育委員会〉
・いじめに関係する学校に必要な
支援を行い、適切に指示

・学校間の連携協力の体制を支援
・いじめを行った子どもの保護者
に対し、子どもの出席停止を命
じるなどの必要な措置を講ずる

・学校以外の活動でいじめが行わ
れたときは、そのいじめに関係
するものとの連携に努め、適切
に対処

〈学校〉
・いじめを受けた子ども、知らせ
た子どもの安全確保

・いじめを行った子どもへの適切
な指導

・いじめに関して必要な情報を収集
・いじめを受けた子どもとその保
護者、いじめを行った子どもと
その保護者に対し、それぞれの
子どもが健全に成長することが
できるよう適切に対応

〈初期対応〉
■いじめへの対応

報告

支援
・
指導

11月は「いじめ撲滅強調月間」です
県は、11月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめの根絶に集中

的に取り組んでいます。
いじめに遭ったり、気が付いたりしたら、一人で悩まずご相談ください。

○よい子の電話教育相談（24時間365日対応）
子ども専用（18歳以下）錆0120－86－3192
保護者専用　☎048－556－0874
電子メール相談　soudan@spec.ed.jp
いじめメール相談フォーム（右のコードから入れます）
○ヤングテレホンコーナー（埼玉県警察少年サポートセンター、月～土
曜日※祝日・年末年始を除く　午前8時30分～午後5時15分）
☎048－861－1152
○子どもスマイルネット（毎日※祝日・年末年始を除く　午前10時30分
～午後6時）
☎048－822－7007
○埼玉いのちの電話
こどもライン（18歳以下）☎048－640－6400（金・土曜日のみ　午後3
時～9時30分）
相談電話　☎048－645－4343（24時間365日対応）
○さいたまチャイルドライン（毎日※年末年始を除く　午後4時～9時）
子ども専用（18歳以下）錆0120－99－7777
○埼玉県こころの電話（月～金曜日※祝日・年末年始を除く　午前9時
～午後5時）
☎048－723－1447
○子どもの人権110番 ※さいたま地方法務局人権擁護課所管（月～金曜
日※祝日・年末年始を除く　午前8時30分～午後5時15分）
錆0120－007－110

物県青少年課☎048－830－5858

電話相談窓口

学　校 教育委員会 市　長

○重大事態への対処
○再発防止の取り組み
○議会への報告

いじめ・重大事態の発生 重大事態の認知 重大事態の認知

〔学校いじめ防止基本方針〕

【校内いじめ対策委員会】 【八潮市いじめ対策委員会】
○校内に設置されてい
る組織による事実関
係の調査

※組織的な対応の中核

○保護者・児童生徒へ
の事実関係などの情
報提供

○重大事態への対処
○再発防止の取り組み

〈調 査〉
〈協 議〉

〈調査結果〉

○重大事態への対処
○再発防止の取り組み

（召集）

総合教育会議

調査結果の確認

再調査が必要と認めるとき

【八潮の子どもをいじめから守る委員会】
〈再調査〉

〈調査結果〉

報告 報告

報告

支援

指導

連携

条文の抜粋

〈学校〉
・子どもを対象に情報収集し、適切な措置を講ずる
・子どもおよびその保護者に対し、情報モラルに関する
教育の充実および啓発の推進を図る

〈市〉
・学校で実施する対策を支援する
〈保護者〉
・自身の子どもに対し、インターネットの利用に関して
家庭での取り決めを行うなどの適切な措置を講ずる

■インターネットを通じて行われるいじめへの対策

～いじめゼロ条例～



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 130
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 130
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


